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Ⅰ　はじめに

インキュベータは、スタートアップ企業によ
るイノベーションや起業を支援する重要な担い
手として広く認識され、世界中で急速に成長を
遂げてきた（Mian et al., 2016）。1987年に、中
国初の「武漢東湖ハイテクイノベーションセン
ター」が設立されて以来、中国においてもイン
キュベータは発展してきており、特に、近年「大
衆創業、万衆創新」（大衆による起業、万人に
よるイノベーション）という政治的標語のもと、
起業・イノベーション活動の大衆化の推進を受
け、インキュベータの数が急速に増えてきた。
2019年時点で、『中国火炬統計年鑑』に収録さ
れているインキュベータは全国で5,206か所で
あり、1995年から2019年まで年間平均成長率
20％以上の飛躍的成長を遂げてきた（図１を
参照）。

一般的にスタートアップ企業はビジネス経験
が浅く、創業に必要な資金力や技術力などの資
源も乏しいため、インキュベータの主な焦点は、
スタートアップ企業がビジネスチャンスをつか
み、市場で競争できるレベルまで引き上げる
支援を行うことである（Bøllingtoft and Ulhøi, 
2005）。Mian et al.（2016）は、インキュベータ
に関連する既存文献のレビューを行い、最も研
究されているテーマが、入居者支援（Xiao and 
North, 2017, 2018; Yuan et al., 2022）、経済・
地域発展の影響（Wang et al., 2020）、産学間
の技術移転、特に、大学から産業界への技術移
転（Rothaermel and Thursby, 2005; Markman 
et al., 2005）などであることを示した。インキュ
ベータがスタートアップ企業の発展と成長に与
える影響を検証した研究では、インキュベータ
の創業支援環境の重要性に大きく焦点が当てら
れてきた（Mian, 1996; Phan et al., 2005）。イ
ンキュベータは、起業家に技術的支援、金銭的
支援、人的支援など様々な創業支援を提供する
ことで、スタートアップ企業のパフォーマンス
を高めることが期待されている。
しかしながら、これまでインキュベータに関

する研究はインキュベータ単体に焦点を当て
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ることが多く、インキュベータ間の相互依存
関係についての分析が少ないように思われる。
Hong et al.（2018）は、同じ地域に位置するイ
ンキュベータは相互依存関係にあり、この相互
依存関係はインキュベータのパフォーマンスに
重要な役割を果たすとしている。また、Zhang 
et al.（2009）は、中国の経済技術開発区を研究
対象とし、同じ省にある経済技術開発区は共生
と競争の二つの側面を同時に持っていて、この
ような相互依存関係は経済技術開発区の成長に
大きな影響を与えると述べている。これらの研
究では、インキュベータによる創業支援環境の
有効性がインキュベータ間の相互依存関係に
よって影響され、インキュベータ間の相互依存
関係がインキュベータのパフォーマンスに影響
を与えることを示唆する。このような観点に基
づくと、同じ地域に位置するインキュベータは
相互依存関係にあり、この相互依存関係はイン
キュベータの資源獲得能力に影響を与えること

によって、インキュベータのパフォーマンスお
よび、インキュベータに入居しているスタート
アップ企業の成長に重要な役割を果たすと考え
られる。
一方で、インキュベータのパフォーマンスに

関するこれまでの研究では、インキュベートさ
れる企業の創出（the creation of incubatees）、
インキュベータの売上高、インキュベータの雇
用創出、イノベーション活動、インキュベータ
の卒業者数、卒業後の企業の存続と成長など
の尺度が用いられている（Hackett and Dilts, 
2004 ; Voisey et al., 2006 ; Torun et al., 2018）。
研究対象である中国におけるインキュベータ
は、中国語表記だと「科技企業孵化器」で技術
系のスタートアップ企業が多く入居している
特徴を踏まえて、本稿ではインキュベータの
パフォーマンスの尺度として、スタートアッ
プ企業のイノベーション創出を採用することに
した。

図１　各年におけるインキュベータの数の推移
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出所：『中国火炬統計年鑑（各年版）』より筆者作成。
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したがって、本稿では、インキュベータによ
る創業支援環境、インキュベータ間の相互依存
関係、および創業支援環境とインキュベータ間
の相互依存関係との相互作用が、イノベーショ
ン創出に与える影響を明らかにすることが目的
である。具体的に、以下二つのリサーチクエス
チョンを提示する。（１）インキュベータによ
る創業支援環境とインキュベータ間の相互依存
関係がイノベーション創出にどのような影響を
与えるのか？（２）インキュベータによる創業
支援環境のイノベーション創出への影響が、イ
ンキュベータ間の相互依存関係によってどのよ
うに調整されるのか？
本稿の構成は以下のとおりである。まず第Ⅱ

節では、既存研究を検討する。続く第Ⅲ節では、
インキュベータによる創業支援環境のそれぞれ
の要因、インキュベータ間の相互依存関係、お
よびそれらの相互作用が、イノベーション創出
に与える影響について問題提起を行う。第Ⅳ節
では、実証分析のためのデータの収集と変数の
作成方法について説明する。第Ⅴ節では、回帰
分析の推計結果を検証し、考察を行う。最後に
第Ⅵ節で本研究の結論とインプリケーションを
述べる。

Ⅱ　既存研究の検討

インキュベータに関する初期の研究では、イ
ンキュベータが提供する様々な支援サービス、
例えば、シェアオフィスサービス、ビジネス支
援、創業資金の利用可能性、ビジネスネット
ワーク、オフィス賃料減免などについて論じ
られた（Allen and Rehman, 1985; Hisrich and 
Smilor, 1988）。その後の文献では、インキュ
ベータが提供する支援サービスが、物理的なス
ペースや共有インフラの提供から、外部の知
識ネットワークへのアクセスへと進化し、そ
れらがスタートアップ企業のパフォーマンス
に与える影響について検証されてきた（Mian, 
1996 ; Bergek and Norrman, 2008）。Mian et 
al.（2016）は、インキュベータに関連する既存

文献のレビューを行い、最も研究されている
テーマが、入居者支援（Xiao and North, 2017, 
2018; Yuan et al., 2022）、経済・地域発展の影
響（Wang et al., 2020）、産学間の技術移転、特に、
大学から産業界への技術移転（Rothaermel 
and Thursby, 2005; Markman et al., 2005）な
どであることを示した。これらの文献では、ス
タートアップ企業がイノベーションを進展さ
せ、商業化する際に抱える様々な制約を軽減・
除外するために、インキュベータが特定のタイ
プの支援を提供することの重要性が示されて
いる（Berry et al., 2006）。創業初期の企業は、
科学技術的リソースへのアクセスの困難さ、資
金的な制約、起業スキルの欠如、潜在的な顧客
やサプライヤーとの接触不足などの問題があ
る（Chan and Lau, 2005）。インキュベータは、
そのような創新創業者に技術的支援、金銭的支
援、人的支援など様々な創業支援環境を提供す
ることで、スタートアップ企業のパフォーマン
スを高めることが期待されている。このように、
インキュベータがスタートアップ企業の発展と
成長に与える影響を検証した研究では、イン
キュベータの創業支援環境の重要性に大きく焦
点が当てられてきた（Mian, 1996; Phan et al., 
2005）。本稿では、これらの先行研究を踏まえて、
インキュベータによる創業支援環境を、技術支
援環境、資金支援環境、人的支援環境に分けて
分析を行う。
インキュベータによる創業支援環境とイン

キュベータパフォーマンスとの関係に関しては
以下のような研究が蓄積されている。Xiao and 
North（2018）では、テクノロジー・ビジネス・
インキュベータ（TBI）の支援サービスと外生
的な地域要因の両方が、スタートアップ企業の
イノベーション活動をどの程度促進するかにつ
いて、インキュベータによる支援（技術サービ
スサポート、資金サービスサポート、起業家サー
ビスサポート、専門サービスサポート）がスター
トアップ企業のイノベーションに与える影響を
インキュベータが立地している地域の経済発展
度合いによってどのように異なるかを検証し
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た。また、Xiao and North（2017）では、同じデー
タセットを用いて、テクノロジー・ビジネス・
インキュベータ（TBI）の資金調達、技術支援、
起業家メンタリングが、中国の三つの都市レベ
ル（一級都市、二級都市、三級都市）における
技術系のスタートアップ企業の卒業パフォーマ
ンスに及ぼす影響を検証することで、技術系ス
タートアップ企業の初期成長に対するインキュ
ベータによる支援サービスの効果が、地域の状
況によって異なることを明らかにした。そして、
Yuan et al.（2022）では、起業エコシステムの
観点からインキュベータにおける人材、技術、
資本、インフラの４つの要素が、インキュベー
タのパフォーマンスに与える影響を分析するた
め、中国における857のインキュベータの３年
間のパネルデータを用いて検証した結果、４つ
の要素ともインキュベータのパフォーマンスを
促進することが示された。さらに、インキュベー
タではないが、それと似たような役割を果たす
衆創空間を対象とした研究として、王・熊・李
（2020）は、衆創空間の成果を資金面の成果（獲
得した投資資金の額で測る）、人材面の成果（吸
収した就業者数）、およびイノベーション面の
成果（保有する知的財産権の数）に分け、衆創
空間の創業環境からの影響を測定した。さらに、
この研究の延長線上で、王・李（2021）は、政
府による補助金が衆創空間の資金面の成果（獲
得した投資資金の額で測る）、人材面の成果（吸
収した就業者数）、およびイノベーション面の
成果（保有する知的財産権の数）に対してプラ
スの効果を持つことを、1,902か所の衆創空間
に関する個票データを用いた回帰分析により明
らかにしている。
これまでインキュベータに関する研究が着実

に蓄積されてきている一方で、その研究の多く
はインキュベータ単体に焦点を当てており、イ
ンキュベータ間の相互依存関係についての分
析が少ない。Hong et al.（2018）は、同じ地域
に位置するインキュベータは相互依存関係に
あり、この相互依存関係はインキュベータの
パフォーマンスに重要な役割を果たすとしてい

る。また、Zhang et al.（2009）は、中国の経済
技術開発区を研究対象とし、同じ省にある経済
技術開発区は共生と競争の二つの側面を同時に
持っており、このような相互依存関係は経済技
術開発区の成長に大きな影響を与えると述べて
いる。さらに、王・趙・周・周（2022）は、衆
創空間の隣接性（当該衆創空間の周りにどれだ
け他の衆創空間が存在するか）の視点から、そ
の資金面の成果（当該衆創空間に入居している
団体及びスタートアップ企業の総数に占める投
融資を獲得している団体及びスタートアップ企
業の数の比率）に与える影響を分析している。
分析手法として1,462か所の国家級衆創空間に
関する個票データを用いた回帰分析を行った結
果、隣接性は、衆創空間の間のスピルオーバー
効果が高まるため、資金面の成果にプラスの影
響を与えるという結果が得られている。これら
の研究では、インキュベータ間の相互依存関係
がインキュベータのイノベーション創出に影響
を与えることを示唆しており、インキュベータ
による創業支援環境の有効性がインキュベータ
間の相互依存関係によって影響されることが予
想される。
ただし、Hong et al.（2018）の研究では、省

別データを用いてインキュベータ間の相互依存
関係がインキュベータの成果に与える影響を明
らかにしようとしている点においては本稿と共
通している部分があるが、本稿のようにイン
キュベータにおけるさまざまな創業支援環境の
効果を個別に検討している訳ではない点、イン
キュベータ間の相互依存関係が調整変数として
の効果を検討していない点および市レベルデー
タを用いての分析ではない点などにおいて本稿
とは異なる。また、Zhang et al.（2009）と王ら
（2022）の研究はそれぞれ、インキュベータを
対象とした研究ではないことと、インキュベー
タの状況がインキュベータにおけるイノベー
ション創出に与える影響に関連する研究ではな
い点で本稿とは異なる。
また、中国は経済発展の面で地理的な格差が

大きいという特徴があり、経済成長とともにイ
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ンキュベータの発展にも地域間格差が存在して
いる。図１に示すように、中国のインキュベー
タ数は1995年に『中国火炬統計年鑑』に収録
され始めて以来2019年まで年間平均成長率は
20％以上の飛躍的な成長を遂げてきた。しか
しながら、より多くの技術資源と地方政府の支
援により、中国の東部地域は他の地域よりも急
速に成長しているという地域間の発展差が存在
している。例えば、江蘇省は技術革新の最初の
試験的な省として、2019年時点で国の認定を
受けた国家級インキュベータが201社存在して
いて、他の省よりはるかに多い。図２によると、
インキュベータは中国全土に均等に広がってい
るわけではなく、東部地域がインキュベータの
大部分を占め、次いで中部・西部地域、東北地
域となっていることがわかる。中国におけるイ
ンキュベータの急速な増加と不均等な分布は、
インキュベータ間の相互依存関係がインキュ

ベータパフォーマンスにどのような影響を与え
るかを考察する上で、望ましいフィールドであ
ると考える。
したがって、本稿では、2010年から2013年

までの『中国火炬統計年鑑』に収録されてい
るインキュベータ451社のパネルデータを用い
て、インキュベータによる創業支援環境、イン
キュベータ間の相互依存関係、および創業支援
環境とインキュベータ間の相互依存関係との相
互作用が、イノベーション創出に与える影響を
検証することが目的である。
次節では、インキュベータによる創業支援環

境要因（技術支援環境、資金支援環境、人的支
援環境）、インキュベータ間の相互依存関係、
およびモデレータとしてのインキュベータ間の
相互依存関係が、スタートアップ企業のイノ
ベーション創出に与える影響について問題提起
を行う。

図２　各地域におけるインキュベータの数の分布

出所：『中国火炬統計年鑑（各年版）』より筆者作成。
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Ⅲ　問題提起

１　インキュベータの創業支援環境
1.1　インキュベータにおける技術支援環境
インキュベータにおける技術支援は、特に技

術系のスタートアップ企業の設立と発展に重要
な役割を果たす。スタートアップ企業は技術力
が乏しい場合が多く、新しい技術を持っていた
としてもそれを事業化に結び付けるまでの力が
不足する問題がある。蔡・崔・史（2007）は、
創業環境要因の一つである技術供給環境は、ス
タートアップ企業の技術の事業化を促進し、イ
ノベーションを促すと述べている。趙・楊・
王（2009）の高新技術園区（いわゆるサイエン
スパーク）を対象とした研究では、企業の技術
的需要を満たすことが、企業のパフォーマンス
（財務パフォーマンス、人材パフォーマンスお
よび技術パフォーマンス）を向上させる。また、
衆創空間に関する研究においても、王・熊・李
（2020）では、技術供給環境がスタートアップ
企業の資金的パフォーマンスに正の影響を与え
ることが示されている。したがって、インキュ
ベータがそこに入居しているスタートアップ企
業に充実した技術支援環境を提供することで、
創新創業者の技術研究開発におけるトラブル解
消などを手厚くサポートし、その結果スタート
アップ企業のイノベーション創出を促進すると
考えられる。
以上まとめると、インキュベータによって十

分な技術支援が提供されるほど、イノベーショ
ン創出が促進される。

1.2　インキュベータにおける資金支援環境
スタートアップ企業の成功の鍵を握るの

は、革新的な製品やプロセスの開発に必要な研
究開発投資である（Colombo and Grilli, 2010; 
Colombo et al., 2010）。スタートアップ企業が
直面する最大の課題の一つとして、事業の初期
成長段階を円滑に進めるために、さまざまな資
金源にアクセスすることである（Oakey, 2003; 
Xiao and North, 2012）。スタートアップ企業

にとって良好な資金調達環境は、企業の成長
を促進する不可欠な要素である（蔡・崔・史, 
2007）。周・李・周（2018）も、投資資金の獲
得はスタートアップ企業の成功に重要な影響を
及ぼし、十分な創業資金はスタートアップ企業
の成長を促進するとしている。インキュベータ
によるスタートアップ企業への資金支援は、イ
ンキュベータから入居スタートアップ企業へ
の直接的な資金支援と、外部の資金提供者へ
のアクセスを手助けする間接的な資金支援に分
けられる。インキュベータからスタートアップ
企業への直接的な資金支援は、インキュベータ
が持っているファンドにより資金支援を行う場
合が多く、他の外部資金源が乏しい状況におい
ては、スタートアップ企業が利用できる唯一の
資金源となる可能性が高い（Xiao and North, 
2012）。
一方、インキュベータによる間接的な資金支

援は、スタートアップ企業が銀行などの金融機
関、他の企業、ベンチャーキャピタルやエンジェ
ル投資家から投融資を受けられるように、イン
キュベータのネットワークを通じて資金調達先
を紹介することで、創業資金の獲得を手助けす
ることを指す。資金調達手段の一つであるベン
チャーキャピタルからの投資は、スタートアッ
プ企業の成長を促進するとされる（Bertoni et 
al., 2010; North et al., 2013）。したがって、イ
ンキュベータによる様々な創業資金支援はス
タートアップ企業の成長に欠かせない資金獲得
を促し、スタートアップ企業のイノベーション
創出を促進することが考えられる。
以上まとめると、ベンチャーキャピタルもし

くはインキュベータファンドから十分な創業投
資資金が提供されるほど、イノベーション創出
が促進される。

1.3　インキュベータにおける人的支援環境
インキュベータによる人的支援は、メンター

によって提供され、スタートアップ企業の成長
に不可欠である。メンターは、インキュベータ
における人的支援の重要な担い手であり、ス

78 中国経済経営研究　第 ９ 巻第 １ 号



タートアップ企業に指導やサポートを行うこと
で起業家の疑問や様々な問題を解決するための
導き手である。メンターの役割は、起業家とし
ての意識を喚起し、起業家の意志を動機付け、
起業家の実践を促進することにある（蒋・董, 
2021）。メンターは、スタートアップ企業に対
して、技術面、経済面および情報面において様々
なサポートを行う（馬・李・李・金, 2016）。
まず、技術面において、特に、立ち上げ期の
起業家チームには社会経験が乏しく、起業の
実務経験もあまりないため、メンターの技術的
サポートが重要である。メンターは、起業理論
の研修と実践的な起業スキルを融合させる手法
を用いて、インキュベータのリソースを活用し
ながらスタートアップ企業に技術指導を行う
（蒋・董, 2021）。次に、経済面において、スター
トアップ企業がメンターを通じて直接的・間接
的に受ける起業資金調達支援は、資金獲得が急
務である創業期の団体やスタートアップ企業に
とっては非常に重要である。メンターは、場合
によってはエンジェル投資家としてスタート
アップ企業に直接出資することもある。また、
スタートアップ企業がある特定のメンターから
サポートを受けているということで、そのメン
ターの社会的地位もしくは名声によって投資会
社などから投融資を受けやすい場合がある。最
後、情報面においては、メンターが持っている
様々な情報を起業家に伝え、再現し、ビジネス
モデルに変換する。
このように、メンターは、起業の経験・スキ

ルを伝授し、政策情報や市場情報を共有し、ネッ
トワークリソースを提供するなど様々な面で起
業家をサポートすることで、スタートアップ企
業が事業を成長させるために必要なビジネスス
キルや経営スキルの欠如を補う。
以上まとめると、インキュベータにおいてメ

ンターによる人的支援が手厚ければ、イノベー
ション創出が促進される。

２　インキュベータ間の相互依存関係
本稿では、同じ地域に位置するインキュベー

タは相互依存関係にあり、その地域のインキュ
ベータは同じ地域に立地している他のインキュ
ベータに影響を与えると考える。Barnett and 
Carroll（1987）によれば、インキュベータ間の
相互依存関係には、共生と競争の二つの側面
が含まれ、これらの側面はインキュベータの
資源獲得能力に影響を与えることで、インキュ
ベータのパフォーマンスに影響を与える。上記
で論じたインキュベータによる創業支援はイン
キュベータが所有もしくは獲得した資源や能力
によって提供できるものであるため、創業支援
のレベルはインキュベータ間の相互依存関係に
依存することがわかる。本稿では、Zhang et 
al.（2009）とHong et al.（2018）に倣い、インキュ
ベータ間の相互依存関係を同じ地域に立地して
いるインキュベータの数で測定している。同じ
地域に立地しているインキュベータの数が多け
れば、インキュベータ間の共生関係によりその
地域におけるインキュベータという組織の地位
と正統性が向上し、インキュベータの資源獲得
能力を向上させる可能性が高い。それと同時に、
地域にインキュベータの数が増加すれば、地域
における限られた資源をめぐって競争が激化す
ることによって、インキュベータの資源獲得能
力が損なわれる可能性も高くなる。一方で、同
じ地域に立地しているインキュベータの数が少
なければ、インキュベータ間の資源獲得競争が
緩和されるが、それと同時に、地域における正
当性の獲得も難しくなる。

2.1　インキュベータ間の相互依存関係とイノ
ベーション創出
インキュベータ間の共生関係の観点による

と、組織間の共生関係は、互いの存続可能性を
高め合うことを示す。そのような共生関係は、
補完的な能力や資源を持つ組織が、双方の利
益のために協力する場合に発生しており、イ
ンキュベータの知識の移転、拡散と普及を促
進する（Aldrich and Fiol, 1994）。また、類似
した特性を持つ組織が、互いの制度的正統性
を高め合う場合に発生するとされる（Hannan 
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and Freeman, 1988）。インキュベータという
組織がよく知られるようになることで、イン
キュベータの社会的受容度が向上し、ある地
域が起業やスタートアップ企業に適している
との認識が高まってくると（Romanelli and 
Khessina, 2005）、潜在的な起業家、技術者、
投資家といった外部の人々は、その地域をイ
ノベーション活動と結びつけ、それに応じた
投資関連活動をその地域に向けるようになる。
さらに、インキュベータに関する知識の拡散
は、インキュベータの認知的正当性を高め、
資源獲得能力を向上させる。このように、イ
ンキュベータ間の共生関係は、インキュベー
タの知識の移転と拡散を促進し、インキュベー
タの正統性を生み出すため、インキュベータ
の成長にとって重要である（Aldrich and Ruef, 
2006）。
一方で、インキュベータ間の競争関係の観点

から見ると、組織間の競争関係は、複数の組織
が必要とする資源が限られている場合、組織が
互いに資源を奪い合う関係を指す。多くの場合、
組織間の競争関係は、同じ資源を必要とする組
織間のゼロサムゲームの結果である。インキュ
ベータ間の競争は、一般的に、特定の地域の限
られた資源を複数のインキュベータが共同で利
用することから生じる（Hannan and Freeman, 
1989）。中国の場合、インキュベータ数の急増
に伴い、同じ地域のインキュベータは限られた
資源をめぐってますます激しい競争に直面して
いる。例えば、新しいベンチャーやプロジェク
トは、インキュベータの持続可能な発展にとっ
て最も重要な資源の一つである。中国市場情報
研究協会の報告によると、2016年、中国の多
くのインキュベータの稼働率は40％を下回り、
スタートアップ企業の作業スペースに対する需
要はインキュベータの供給量をはるかに下回っ
ている。そのため、インキュベータは新規プロ
ジェクト、特に有望なプロジェクトをめぐって
獲得競争を行う必要がある。さらに、中国のほ
とんどのインキュベータは政府から部分的に支
援を受けているが、政府からの補助金はイン

キュベータのパフォーマンスに左右される部分
が大きいため、インキュベータは政府の支援を
得るために互いに競争しなければならない。さ
らに、中国の多くのインキュベータは、ほとん
ど似たようなサービスを提供している傾向があ
るため、人材や起業メンターをめぐる激しい競
争に直面している。
以上まとめると、インキュベータ間の相互依

存関係は、イノベーション創出に促進もしくは
阻害の効果を与える。

2.2　モデレータとしてのインキュベータ間の
相互依存関係
インキュベータ間の共生関係の観点から、同

じ地域に立地しているインキュベータの数が
増えてインキュベータ間の共生関係が顕著と
なると、その地域のインキュベータ全体の資
源獲得能力が上昇する。スタートアップ企業
の起業家がその地域をイノベーション活動に
適していると判断する可能性が高く、それに
応じて投資家、メンターやインキュベータに
関わる様々なプレイヤーがその地域に集まっ
てきて、その地域の正当性がさらに高まって
いくという良い循環が生まれる。そんな中、
インキュベータによる創業支援はインキュ
ベータが所有もしくは獲得した資源や能力に
よって提供されるため、インキュベータ間の
相互依存関係によって資源獲得能力が高まっ
ていくと、創業支援のレベルが向上すると推
測される。具体的には、インキュベータ間の
知識移転や拡散などの活動によって、インキュ
ベータの技術支援活動がより高いレベルのほ
うに進化し、スタートアップ企業により十分
な技術支援を提供することで、イノベーショ
ン創出を促すことが想定できる。また、イン
キュベータの地域における正当性が高まって
くると、より将来性のある投資先を求めて、
外部のエンジェル投資家、ベンチャーキャピ
タルや金融機関などがスタートアップ企業の
投資に関わってくる可能性が高い。スタート
アップ企業がインキュベータもしくは外部の
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投資家から投資を受けることは、他の潜在的
な資金供給者にポジティブなシグナルを与え
る可能性が高く、スタートアップ企業への投
資に関連するリスクが軽減され、その結果、
スタートアップ企業が有利な外部資金調達環
境に置かれる可能性が高い。したがって、イ
ンキュベータの資金支援環境が充実化されて
いき、スタートアップ企業のイノベーション
創出が促進されることが考えられる。さら
に、地域における制度的正当性が高まってい
くと、投資家らだけではなく、メンターとし
てのエンジェル投資家、成功した起業家、企
業の上級マネジャー、技術専門家やマーケティ
ング専門家など様々な外部の人びとが、その
地域をイノベーション活動と関連付けるよう
になり、彼らは、常勤もしくは非常勤の形を
通じてインキュベータのメンターチームに加
わり、インキュベータの人的支援としてスター
トアップ企業にサービスを提供する。したがっ
て、インキュベータによる人的支援が手厚く
なり、イノベーション創出を促進することが
推測される。
その一方で、インキュベータ間の競争関係の

観点からだと、同じ地域に立地しているイン
キュベータの数が増えてインキュベータ間の競
争関係が顕著になってくると、上記の議論と反
して、その地域のインキュベータの資源獲得能
力が下がる。同じ地域の限られた資源をめぐっ
て多数のインキュベータが獲得競争を行うと、
インキュベータの提供する技術支援や資金支援
の原資となる資源の獲得が困難となる。それに
よって、インキュベータによって十分な技術支
援や資金支援が提供されなければ、イノベー
ション創出は阻害されることが考えられる。さ
らに、人材や起業メンターをめぐっても同様の
激しい競争に直面されると、メンターの人的支
援が十分提供できなくなる可能性が高く、イノ
ベーション創出を阻害することが想定される。
以上まとめると、インキュベータ間の相互依

存関係は、インキュベータの創業支援環境（技
術支援環境、資金支援環境、人的支援環境）が

イノベーション創出に与える正の影響に増強も
しくは低減の効果を与える。

Ⅳ　研究方法

１　データ収集
本稿では、中国科学技術部火炬高技術産業開

発中心が発表する『中国火炬統計年鑑』（2010-
2013）に収録されている中国のインキュベータ
451社の個票データを用いてパネルデータを構
築した。この分野における公式統計である『中
国火炬統計年鑑』には全数アンケート調査に基
づくインキュベータの様々なデータが記載され
ているが、残念ながら、近年は省レベルの集計
データのみの記載である。同年鑑を2009年か
ら2013年の版まで遡ると個々のインキュベー
タについてその名称を含む個票データが記載さ
れているが、2009年版の欠損値が多いことを
考慮し、本稿では『中国火炬統計年鑑』（2010-
2013）に記載されている2009年から2012年まで
の４年間を採用した。なお、インキュベータは
国の認定を受けた国家級インキュベータとそれ
以外の非国家級に大別され、個別データをとる
ことができるのは国家級の方である。さらに、
インキュベータ間の相互依存関係を測定するた
め、個々のインキュベータが中国のどの地域（直
轄市・地級市レベルの市を指す）に立地してい
るかを判断し、それぞれの地域にインキュベー
タが何社存在するのかをカウントし、その数で
地域内のインキュベータ間の相互依存関係の度
合いを測定した。

２　変数
2.1　被説明変数
①イノベーション創出
インキュベータのパフォーマンスをどのよ

うに評価するかは、イノベーション研究にお
ける長年の課題である。インキュベータのパ
フォーマンスに関するこれまでの研究では、
それぞれの研究目的によって異なるが、イン
キュベートされる企業の創出（the creation of 
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incubatees）、インキュベータの売上高、イン
キュベータの雇用創出、イノベーション活動、
インキュベータからの卒業企業数、卒業後の
企業の存続と成長など多くの尺度が用いられ
ている（Hackett and Dilts, 2004 ; Voisey et al., 
2006 ; Torun et al., 2018）。すでに述べたよう
に、本稿の研究対象であるインキュベータは、ス
タートアップ企業の成長と成功を支援し、加速さ
せることを目的とした、技術に特化したビジネス・
インキュベータである。過去30年間、技術革新
は中国政府の経済改革・発展政策における重要
な戦略であり、インキュベータはこの戦略におい
て主要な役割を果たすと期待されている（Zhang, 
2017）。政府による認定条件にも、入居企業・団
体は「主に新技術、新製品に係る研究開発、生
産および関連サービスに従事している」ことと明
記されており（中国科学技術部『科技企業孵化器
管理弁法』2019年１月１日施行）、中国のインキュ
ベータにおいては科学技術に係る研究開発の成
果がとくに重視されている。そのようなインキュ
ベータに入居している企業も、技術系のスター
トアップ企業が多いということを考慮し、本
稿ではインキュベータのパフォーマンスの尺
度として、スタートアップ企業のイノベーショ
ン創出を採用することにした。
スタートアップ企業にとって企業が所有して

いる知的財産権は、スタートアップ企業の存続
と成長に欠かせないものである。特許は知的財
産権の一形態であり、革新的な技術や同じ分野
におけるユニークなサービスを他者が製造、使
用、販売することを排除する。スタートアッ
プ企業の技術革新を評価または定量化するた
めに、特許または知的財産権（IPR）の出願件
数が一般的な尺度として使用されることが多
い（Roach and Cohen, 2013 ; Xiao and North, 
2018）。本稿では、イノベーション創出を各イ
ンキュベータに入居しているスタートアップ企
業・創業団体が当該年に取得した知的財産権の
数で測定しており、当該年の『中国火炬統計年
鑑』から取得した。

2.2　説明変数およびモデレータ変数
①技術支援環境
技術支援環境は、スタートアップ企業が技術

的・科学的リソースを利用できるようにするた
めに、インキュベータの共同研究室、設備、研
究施設のことを指す。インキュベータに入居し
ているスタートアップ企業が様々な技術やサー
ビスを共通して利用できるようにインキュベー
タ側が提供するものである。本稿では、蔡ら
（2007）と王ら（2020）の変数測定方法を参考
にして、技術支援環境を、インキュベータがそ
の公共技術サービスプラットフォームの設立と
運営に投資した総額を使って測定しており、当
該年の『中国火炬統計年鑑』から取得した。イ
ンキュベータから公共技術サービスプラット
フォームへの投資金額が大きければ大きいほ
ど、インキュベータによる技術支援環境が充実
していると想定できる。

②資金支援環境
資金支援環境には、インキュベータがスター

トアップ企業に提供する直接的な資金支援環境
と、スタートアップ企業がベンチャーキャピタ
ルなど他の投資家から投融資を受けやすいよう
にネットワークづくりなどを通じた間接的な資
金支援環境がある。
インキュベータが提供する直接的な資金支援

環境は、インキュベータが入居企業向け投資の
ために所有しているインキュベータファンドに
よって提供され、本稿では、インキュベータファ
ンドを間接的な資金支援環境の変数とし、その
ファンドの資金総額で測定しており、当該年の
『中国火炬統計年鑑』から取得した。

インキュベータが提供する間接的な資金支援
環境に関しては、ベンチャーキャピタルを変数
と設定し、本稿では、単・裴（2018）の変数測
定方法を参考とし、インキュベータ内の全入居
企業がベンチャーキャピタルから受け取った投
融資の総額で測定しており、当該年の『中国火
炬統計年鑑』から取得した。
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③人的支援環境
インキュベータは、通常、入居企業に対して、

ライセンシング、トレーニング、法的保護、特
許調査、主要サプライヤーや顧客とのネット
ワーク構築に関するアドバイスなど、様々な
専門的サービスを提供している。インキュベー
タによる人的支援は、エンジェル投資家、成
功した起業家、企業の上級マネジャー、技術
専門家やマーケティング専門家などからなる
常勤および非常勤のメンターチームを設立す
ることを通じて、スタートアップ企業にサー
ビスを提供する。本稿では、人的支援環境を、
メンターの数で測定しており、『中国火炬統計
年鑑』から取得した。メンターの数が多ければ
多いほど人的支援環境が充実されていて、イ
ンキュベータ内のスタートアップ企業が人的
サポートを受けやすい体制が整っていると考
えられる。

④インキュベータ間の相互依存関係
インキュベータ間の相互依存関係には、共

生と競争の両側面が含まれており、本稿では、
Zhang et al.（2009）とHong et al.（2018）の変
数測定方法を参考とし、インキュベータ間の相
互依存を、同じ地域に位置するインキュベータ
の数で測定しており、当該年の『中国火炬統計
年鑑』からそれぞれのインキュベータがどの地
域に位置しているかを判断してから、それぞれ
の地域に立地しているインキュベータの数をカ
ウントすることで取得した。その地域にイン
キュベータ数が多ければ多いほどインキュベー
タの間の相互依存関係（共生と競争の共存）の
度合いが高まると考えられる。

2.3　コントロール変数
①スタートアップ企業数
スタートアップ企業数は、当該年のインキュ

ベータに入居しているスタートアップ企業の総
数であり、当該年の『中国火炬統計年鑑』から
取得した。

②インキュベータサービス収入
インキュベータサービス収入は、インキュ

ベータがスタートアップ企業を対象とした、創
業に関連する教育・研修や創新創業イベントの
ような創新創業活動を提供することによって得
られるもので、サービス支援が充実するほど、
その対価としてサービス収入が増える。した
がって、本稿では、インキュベータサービス収
入を、インキュベータのサービス収入の金額で
測定しており、当該年の『中国火炬統計年鑑』
から取得した。

③マネジメントスタッフ
マネジメントスタッフは、インキュベータの

マネジメントスタッフによる人的支援のことを
指していて、当該年のインキュベータの経営ス
タッフの人数で測定しており、当該年の『中国
火炬統計年鑑』から取得した。

３　推定方法
本稿では、インキュベータによる創業支援環

境、インキュベータ間の相互依存関係、および
創業支援環境とインキュベータ間の相互依存関
係との相互作用が、イノベーション創出に与え
る影響を検証するために、『中国火炬統計年鑑』
（2010-2013）に収録されているインキュベー
タ451社のパネルデータを構築した。推計モデ
ルとして、固定効果モデル、変量効果モデルと
プーリング回帰モデルの比較については、ハウ
スマン検定とF検定の結果、固定効果モデルの
ほうが妥当であることが判明したため、本稿で
はStata 17を使って固定効果モデルで回帰分析
を行った。

Ⅴ　分析結果

表１は、データセットにおける基本統計量を
示したものである。表２のモデル１は、インキュ
ベータの創業支援環境に関連するそれぞれの要
因がイノベーション創出に与える影響を推計し
た結果で、モデル２は、インキュベータ間の相
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互依存関係がイノベーション創出に与える影響
を解明するため、インキュベータ間の相互依存
関係の変数を追加し推計を行った。モデル３、
４、５と６は、それぞれの創業支援環境要因の
四つの変数とインキュベータ間の相互依存関係
変数との相互作用を推定した結果で、モデル７
は、すべての説明変数と交差項を入れた推計モ
デルである。
最初に、インキュベータによる創業支援環境

要因のそれぞれの変数がイノベーション創出に
与える影響について確認する。まず、「技術支
援環境」が「イノベーション創出」に対する影
響について、表２の分析結果によると、モデル
１、２、４、５と６のいずれにおいても相関係
数の符号がマイナスであるが統計的に有意な結
果が見られなかった。ただし、モデル３とモデ
ル７においては、つまり、「技術支援環境」と
「インキュベータ間の相互依存関係」の交差項
が入る場合、マイナスで統計的に有意な結果が
確認できた。したがって、インキュベータ間の
相互依存関係の変数との交差項を考慮しない場
合、インキュベータによる技術支援環境はイノ
ベーション創出に影響を与えない推計結果が確
認できた。この結果は、Ⅲ節1.1の議論と整合
的でない。孫・村上（2023）によれば、衆創空

間による公共技術サービスプラットフォームへ
の積極的な投資によって、技術支援サービスの
能力を向上させ、衆創空間に入居している団体
やスタートアップ企業に研究開発・設計、検
査・テスト、小規模パイロットテスト、技術移
転、成果の転換など専門的なサービスを提供す
ることが、新規事業創出には重要であることが
示されたが、本稿のインキュベータにおいては
イノベーション創出に対してその効果認められ
なかった。インキュベータから公共技術サービ
スプラットフォームへの投資金額で測った技術
支援環境が充実している地域は、もともと起業
に必要な能力・技術が潜在的に不足しており技
術支援をより必要とするようなスタートアップ
企業がインキュベータに多く集まってくる可能
性がある。その場合多く集まってきたスタート
アップ企業に対してインキュベータによる技術
支援がキャパオーバーになってそれらのスター
トアップ企業に十分な支援を提供することがで
きなければ、ここで得られたように「技術支援
環境」と「イノベーション創出」の間に負の相
関が見られる可能性がある。
次に、Ⅲ節1.2の議論に対応して本稿では、

「資金支援環境」を、「ベンチャーキャピタル」
と「インキュベータファンド」に分けて分析を

表１　基本統計量

変数 サンプル数 平均 標準偏差 最小 最大
イノベーション創出 1,628 68 77 1 755
技術支援環境 1,477 32023 458491 20 1.50E+07
ベンチャーキャピタル 1,149 73657 189549 1 2719222
インキュベータファンド 1,550 22019 173213 100 5000000
人的支援環境 1,091 11 13 1 147
インキュベータ間の相互依存関係 1,667 8 7 1 30
スタートアップ企業数 1,661 110 74 5 638
インキュベータサービス収入 1,451 4310 17694 0 419300
マネジメントスタッフ 1,664 21 13 5 127

出所：筆者作成。
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行った。「ベンチャーキャピタル」が「イノベー
ション創出」に与える影響については、すべて
のモデルにおいてプラスで統計的に有意な結果
が見られた。ベンチャーキャピタルによって十
分な創業資金が投入されるほど、インキュベー
タのスタートアップ企業の成長が促進されるこ
とが分かった。このことから、インキュベー

タに入居しているスタートアップ企業がベン
チャーキャピタルから投融資を受けやすい創業
資金支援環境を整えることが、イノベーション
創出には欠かせないことが示された。この結果
は、これまでのベンチャーキャピタルがスター
トアップ企業の成長・発展にとって重要である
という議論と一致している。

表2　インキュベータの創業支援環境、インキュベータ間の相互依存関係、
およびそれらの相互作用がイノベーション創出に与える影響

注：被説明変数は当該年のイノベーション創出。固定効果モデルによる推定結果。括弧内はt値。
***、**、*はそれぞれ１%、５%、10%水準で有意なことを示す。

出所：筆者作成。

変数 モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 モデル 7

技術支援環境 -0.000 -0.000 -0.001 ** -0.000 -0.000 -0.000 -0.001 *
(-1.21) (-1.09) (-2.08) (-1.22) (-1.25) (-1.10) (-1.80)

ベンチャーキャピタル 0.000 ** 0.000 * 0.000 * 0.000 ** 0.000 * 0.000 * 0.000 **
(2.08) (1.84) (1.84) (2.45) (1.76) (1.86) (2.37)

インキュベータファンド -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 ** -0.000 *** -0.000 **
(-2.98) (-3.01) (-3.00) (-2.89) (-2.50) (-3.00) (-2.15)

人的支援環境 0.745 *** 0.682 *** 0.692 *** 0.652 *** 0.659 *** 0.436 0.459
(3.48) (3.20) (3.26) (3.06) (3.10) (1.31) (1.39)

インキュベータ間の
相互依存関係

3.584 *** 3.098 ** 3.910 *** 2.945 ** 3.212 ** 2.740 **
(2.79) (2.36) (3.03) (2.24) (2.39) (1.98)

技術支援環境×インキュベータ
間の相互依存関係

0.000 * 0.000
(1.78) (1.21)

ベンチャーキャピタル×イン
キュベータ間の相互依存関係

-0.000 ** -0.000 *
(-1.98) (-1.91)

インキュベータファンド×イン
キュベータ間の相互依存関係

0.000 ** 0.000 *
(2.06) (1.74)

人的支援環境×インキュベータ
間の相互依存関係

0.032 0.023
(0.96) (0.71)

スタートアップ企業数 0.320 *** 0.317 *** 0.294 *** 0.339 *** 0.310 *** 0.313 *** 0.314 ***
(4.45) (4.45) (4.09) (4.72) (4.36) (4.39) (4.32)

インキュベータサービス収入 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
(0.88) (0.68) (0.53) (0.95) (0.72) (0.74) (0.91)

マネジメントスタッフ 0.061 -0.003 0.041 -0.022 0.076 -0.028 0.058
(0.14) (-0.01) (0.10) (-0.05) (0.18) (-0.07) (0.14)

定数項 32.677 *** -0.979 5.092 -8.896 3.804 3.150 2.739
(2.60) (-0.06) (0.29) (-0.50) (0.22) (0.18) (0.15)

決定係数 0.111 0.130 0.138 0.140 0.141 0.133 0.156

サンプル数 643 643 643 643 643 643 643
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一方で、「インキュベータファンド」が「イ
ノベーション創出」に与える影響に関しては、
すべてのモデルにおいてマイナスで統計的に有
意な結果が見られた。予想に反して、「インキュ
ベータファンド」が逆に「イノベーション創出」
を阻害するという結果が確認できた。「インキュ
ベータファンド」は、財政補助金が資金支援の
元手となり、インキュベータに入居しているス
タートアップ企業に創業資金を提供する役割を
果たす。方・徐（2022）によると、財政補助金
が衆創空間の創新創業効率にマイナスの影響を
与えるとの研究結果が出されており、衆創空間
が政府関連部門から補助金を受けるほど、新規
事業創出には不利である。この研究結果が示唆
するように、政府から財政補助金を多く提供さ
れるインキュベータにおいて資金支援環境はむ
しろマイナスの効果をもたらすことが確認でき
た。インキュベータが豊富なファンド資金を所
有していてスタートアップ企業に提供できる創
業資金支援環境が整っていることは非常に重要
であることは間違いないだろうが、財政補助金
の有効活用ができてない可能性が高い。つまり、
政府関連部門からの補助金自体に問題があるの
ではなく、その財政補助金の利用の仕方に問題
がある可能性が高いことを示唆する。インキュ
ベータは、財政補助金とその外部のエンジェル
投資家、ベンチャーキャピタルや金融機関など
と連携しながら、入居しているスタートアップ
企業が投融資サービスを受けやすいような仕組
みづくりを構築することが、創業企業の発展に
必要な資金を保証し、起業家活動を促進するこ
とが示唆される。
そして、「人的支援環境」が「イノベーショ

ン創出」に与える影響については、モデル１～
５のすべてのモデルにおいてプラスで統計的に
有意な結果が見られた。すなわち、インキュベー
タでは、起業メンターの数を増やして人的支援
を充実化することがイノベーション創出を促進
することが分かった。したがって、メンターの
教育と指導によって、起業家が多くの知識リ
ソースを収集したり、新規企業の企業経営の基

本を学んだり、運営改善の助言を受けたりする
ことが新規企業の成長に必要な要素であり、ス
タートアップ企業が成長を遂げるためにはメン
ターの役割が期待されることが示唆される。
「インキュベータ間の相互依存関係」が「イ

ノベーション創出」に与える影響については、
すべてのモデルにおいてプラスで統計的に有意
であることが確認できた。つまり、同じ地域に
位置しているインキュベータ間の相互依存関係
の度合いが高いほど、イノベーション創出を促
すことが確認できた。
ここからは、インキュベータの創業支援環境

に関連するそれぞれ四つの要因と「インキュ
ベータ間の相互依存関係」との相互作用につい
て論じる。まず、「技術支援環境×インキュベー
タ間の相互依存関係」変数が、モデル３におい
てプラスで統計的に有意な結果が見られた。上
記の「技術支援環境」のパートでも論じたよう
に、推計モデルに交差項を入れる場合、「技術
支援環境」が「イノベーション創出」に与える
影響がマイナスで有意であるが、そのマイナス
の効果が「インキュベータ間の相互依存関係」
によって緩和されることが示された。インキュ
ベータの間に補完的な能力や資源を持つ場合、
インキュベータ間の相互依存関係によって、双
方の利益のために協力したり、インキュベータ
間の知識の移転や普及を促進したりすることが
できる（Aldrich and Fiol, 1994）。このような
インキュベータ間の知識移転・伝播などによっ
て、インキュベータ単体だと不足している可能
性のある技術支援に関わる能力や資源が、イン
キュベータ間の協力関係によって、補足される
ということが考えられる。
次に、「ベンチャーキャピタル×インキュ

ベータ間の相互依存関係」交差項が、モデル４
とモデル７の両方においてマイナスで統計的に
有意な結果が見られた。つまり、「インキュベー
タ間の相互依存関係」によって、「ベンチャー
キャピタル」が「イノベーション創出」に与え
るプラスの影響が弱まるということが確認でき
た。同じ地域に立地しているインキュベータの

86 中国経済経営研究　第 ９ 巻第 １ 号



数が増えると、地域における限られた資源をめ
ぐって競争が激化することによって、インキュ
ベータの資源獲得能力が損なわれる可能性が高
くなる。インキュベータの数が増えれば、そ
の地域におけるインキュベータの正当性が向
上し、より多くのベンチャーキャピタルが良
い投資先を求めて集まってくる可能性もある
が、ここでの分析結果からは、そのようなイン
キュベータ間の共生関係というよりは、「ベン
チャーキャピタル」という資源をめぐってイン
キュベータの間の競争関係のほうがより顕著
に表れてきた結果だと推測される。したがっ
て、「ベンチャーキャピタル」との相互作用に
おいては、インキュベータ間の共生関係より
は資源獲得に関連する競争関係が強調された
と言える。
一方で、「インキュベータファンド×イン

キュベータ間の相互依存関係」効果項は、モデ
ル５とモデル７においてプラスで統計的に有意
な結果が見られた。つまり、「インキュベータ
ファンド」が「イノベーション創出」に与える
マイナスの影響が、「インキュベータ間の相互
依存関係」によって弱まることが確認できた。
同じ地域に立地しているインキュベータの数が
増えると、インキュベータはファンドを構築す
るために政府部門からの財政補助金の獲得をめ
ぐって競争することになる。さらに、中国のほ
とんどのインキュベータは政府から部分的な支
援を受けているが、政府からの補助金はイン
キュベータの業績に左右されるため、インキュ
ベータは政府の支援を得るために互いに競争し
なければならない。このような競争関係を背景
とし、インキュベータはファンド資金を投資先
スタートアップ企業により有効に投資できる仕
組みづくりを積極的に構築するインセンティブ
が高まることが想定される。
最後に、「人的支援環境×インキュベータ間

の相互依存関係」交差項は、モデル６とモデル
７の両方とも統計的に有意な結果が見られな
かった。しかも、交差項が入る場合、「人的支
援環境」変数も統計的に有意な結果が確認で

きなくなった。したがって、「人的支援環境」は、
同じ地域に立地しているインキュベータの数
によって影響を受けていないということが分
かった。
ここで、以上の分析結果の頑健性チェック（ロ

バストネスチェック）を行う。Xiao and North
（2017, 2018）では、『中国火炬統計年鑑』の収
録期間中、新しいインキュベータが設立され、
既存のインキュベータが消滅していることが分
析にバイアスをもたらす可能性があることを考
慮し、調査期間を通じて存続したインキュベー
タにのみ焦点を当て分析を行った。したがっ
て、本研究でも、上記の分析に使用した『中国
火炬統計年鑑』（2010-2013）に収録されている
インキュベータ451社の中から４年間において
連続して収録されたデータのみ取り出してパネ
ルデータを構築し、上記と同じ分析を試みた。
その分析結果は表３のとおりである。表３の推
計結果は、表２とほとんど変わらなかったため、
本稿の分析結果の頑健性が確認できた。

Ⅵ　結論

本稿では、中国の個別のインキュベータのパ
ネルデータを用いて、インキュベータがスター
トアップ企業にもたらす創業支援環境、イン
キュベータ間の相互依存関係、およびそれらの
相互作用が、スタートアップ企業のイノベー
ション創出能力に与える影響について定量分析
を行った。結論をまとめると、第一に、「技術
支援環境」は、「イノベーション創出」に影響を
及ぼさないが、「インキュベータ間の相互依存
関係」との相互作用を考慮する場合、「技術支
援環境」は「イノベーション創出」を阻害する
ことが確認できた。ただし、そのマイナスの影
響は、「インキュベータ間の相互依存関係」に
よって緩和される。第二に、「資金支援環境」
において、「ベンチャーキャピタル」は「イノ
ベーション創出」を促すが、そのプラスの効果
は「インキュベータ間の相互依存関係」によっ
て弱められる。一方で、「インキュベータファ
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ンド」は「イノベーション創出」を阻害するが、
そのマイナスの効果は、「インキュベータ間の
相互依存関係」によって緩和される。第三に、
「人的支援環境」は、一貫して「イノベーショ
ン創出」を促進することが確認できた。ただし、
「人的支援環境」と「インキュベータ間の相互
依存関係」との相互作用は確認できなかった。

まず、分析結果によって、「技術支援環境」
と「インキュベータ間の相互依存関係」との相
互作用を考慮した場合、インキュベータから公
共技術サービスプラットフォームへの投資が増
えるほど、「イノベーション創出」を阻害する
が、同じ地域に立地しているインキュベータの
数が増えればそのマイナスの効果は弱まること

表３　インキュベータの創業支援環境、インキュベータ間の相互依存関係、
およびそれらの相互作用がイノベーション創出に与える影響

変　数 モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6 モデル 7

技術支援環境 -0.000 -0.000 -0.001 ** -0.000 -0.000 -0.000 -0.001 *
(-0.65) (-0.56) (-2.19) (-0.86) (-0.80) (-0.53) (-1.78)

ベンチャーキャピタル 0.000 *** 0.000 ** 0.000 ** 0.000 *** 0.000 ** 0.000 ** 0.000 ***
(2.63) (2.07) (2.26) (3.52) (2.05) (2.03) (3.33)

インキュベータファンド -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 *** -0.000 ** -0.000 *** -0.000 **
(-3.83) (-3.91) (-3.81) (-3.90) (-2.57) (-3.89) (-2.07)

人的支援環境 0.850 *** 0.802 *** 0.817 *** 0.778 *** 0.763 *** 0.554 0.630
(3.37) (3.21) (3.30) (3.16) (3.06) (1.26) (1.46)

インキュベータ間の
相互依存関係

3.780 *** 2.679 * 4.542 *** 3.009 ** 3.535 ** 3.067 **
(2.67) (1.82) (3.20) (2.06) (2.42) (1.99)

技術支援環境×インキュベータ
間の相互依存関係

0.000 ** 0.000
(2.40) (1.40)

ベンチャーキャピタル×イン
キュベータ間の相互依存関係

-0.000 *** -0.000 ***
(-2.90) (-2.64)

インキュベータファンド×
インキュベータ間の相互依存関係

0.000 ** 0.000
(2.00) (1.53)

人的支援環境×インキュベータ
間の相互依存関係

0.026 0.013
(0.69) (0.36)

スタートアップ企業数 0.611 *** 0.609 *** 0.530 *** 0.676 *** 0.582 *** 0.603 *** 0.597 ***
(6.03) (6.09) (5.07) (6.68) (5.79) (5.99) (5.56)

インキュベータサービス収入 0.001 0.000 0.000 0.001 0.000 0.000 0.001
(1.15) (0.92) (0.70) (1.31) (0.93) (0.94) (1.14)

マネジメントスタッフ 0.472 0.392 0.764 0.165 0.757 0.365 0.685
(0.52) (0.44) (0.84) (0.18) (0.83) (0.40) (0.75)

定数項 -18.934 -55.298** -41.544 -69.821** -51.963* -51.332* -55.501*
(-0.77) (-1.99) (-1.48) (-2.51) (-1.88) (-1.81) (-1.93)

決定係数 0.213 0.236 0.256 0.262 0.248 0.237 0.282

サンプル数 403 403 403 403 403 403 403

注：被説明変数は当該年のイノベーション創出。固定効果モデルによる推定結果。括弧内はt値。
***、**、*はそれぞれ１%、５%、10%水準で有意なことを示す。

出所：筆者作成。
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が確認できた。インキュベータに入居している
スタートアップ企業にとって研究開発・設計、
検査・テスト、技術移転など様々な専門的な
サービスを受けやすい環境が整っていることは
非常に重要であるが、そもそもそのようなサー
ビスを提供できる技術的支援能力が高くない可
能性がある。ただし、その不足している部分
に関しては、同じ地域に立地しているインキュ
ベータ間の相互補完や知識移転・伝播などに
よって、インキュベータ単体だと不足している
可能性が高い技術支援に関わる能力や資源が、
インキュベータ間の協力関係によって、補足さ
れるということが考えられる。
次に、「資金支援環境」に関しては、ベン

チャーキャピタルからの資金調達金額が大きい
ほど、「イノベーション創出」を促すが、同じ
地域に立地しているインキュベータの数が増え
ればその効果が弱まることが確認できた。イン
キュベータ間の資源獲得に関連する競争関係に
よる影響と考えられる。一方で、財政補助金を
多く得ているインキュベータは効率的な運営が
できず「イノベーション創出」を阻害する可能
性が高いが、同じ地域に立地しているインキュ
ベータの数が増えれば、インキュベータ間で財
政補助金の獲得をめぐって競争関係が繰り広げ
られ、結果的には財政補助金の効率的な利用に
つながる可能性が高いことが考えられる。した
がって、インキュベータは、財政補助金の使用
と外部のエンジェル投資家、ベンチャーキャピ
タルや金融機関などと連携しながら、インター
ネットを通じたクラウドファンディングやソー
シャルキャピタルなどの手法を活用して投融資
サービスを充実させることが重要であることが
示唆された。
最後に、「人的支援環境」に関しては、イン

キュベータの起業メンターの数を増やすこと
が、「イノベーション創出」を促進することが
確認できた。ただし、同じ地域に立地している
インキュベータの集積との関連は確認できな
かった。
しかし、本稿には限界がいくつか存在してお

り、残された課題も多い。一つ目は、技術支援
環境がイノベーション創出に影響を与えないも
しくはマイナスの影響を与えることに関して
は、さらなる分析が必要である。二つ目は、資
金支援環境に関連するベンチャーキャピタルと
インキュベータファンドがイノベーション創出
に与える影響が、インキュベータ間の相互依存
関係によって調整される仕組みについては今後
更なる検討が必要である。三つ目は、起業メン
ターとインキュベータ間の相互依存関係との関
係についてもさらなる検討が必要である。四つ
目は、本稿の分析結果からインキュベータによ
る創業支援環境、インキュベータ間の相互依存
関係とイノベーション創出との間の詳細な因果
関係が明らかになっているわけではなく、本稿
の結果は、創業支援環境、インキュベータ間の
相互依存関係、およびそれらの相互作用と、イ
ノベーション創出との間の相関関係を分析した
ものである。今後は長期のパネルデータセット
による分析や、インキュベータによる創業支援
環境、インキュベータ間の相互依存関係、およ
びそれらの相互作用が、イノベーション創出に
与える影響やその詳細なメカニズムをよりよく
理解するためには、定性分析がより良いアプ
ローチとなる可能性がある。
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The Impact of Incubator Support Environment and Incubator 
Interdependence on Innovation: Regression Analysis Using 

Panel Data on Incubators in China

Defeng SUN
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                 Interdependence, Innovation
JEL Classification Codes ：O31

The purpose of this paper is to clarify how the incubator support environment（technical 
support environment, financial support environment, and human support environment), the 
incubator interdependence, and the interaction between the incubator support environment and 
the incubator interdependence affect the ability of start-ups to create innovations. To examine 
the impact of these factors on innovation creation, I conducted regression analyses by using a 
panel data set of 451 Chinese incubators included in the “China Torch Statistical Yearbook”（2010-
2013).

In summary, first, the “technical support environment” has no effect on innovation creation, 
but when considering the interaction with the “incubator interdependence,” the technical 
support environment inhibits innovation creation. However, the negative impact is mitigated 
by the incubator interdependence. Second, in the “financial support environment,” “venture 
capital” promotes innovation creation, but its positive effect is weakened by the incubator 
interdependence. On the other hand, “incubator fund” inhibits innovation creation, but its negative 
effect is mitigated by the incubator interdependence. Third, the “human support environment” 
consistently promotes innovation creation. However, the interaction between the human support 
environment and the incubator interdependence was not confirmed.
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